
（別紙３）

～ 令和8年2月4日

（対象者数）
38

（回答者数）
25

～ 令和8年2月4日

（対象者数）
1

（回答者数）
1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者様へはいつでも活動内容を見学できるよう、ご案内を

お出ししております。実際に「集団プログラム」等の見学を

通じ、自宅でもできる認知機能強化トレーニングの提案を

行ってまいります。

2

今後も直接対話の機会を持ち、ご家族と一緒に学びを深めて

いけるような支援を努めてまいります。

3

療育相談会の相談内容をまとめた本を出版しております。実

際の相談内容や顧問医師の助言を、当事業所のご利用者様以

外の方々にも広く知って頂き、読んでいただいた方のお子

様、お知り合いに関する困り感などの、解決の糸口になれば

幸いと考えております。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

天候が悪くない限り、近隣の公園を利用し粗大運動を行うよ

う意識し活動しています。事業所内の活動でも内容を工夫

し、ボールリレー等その場でできる運動活動を行うなど事業

所の活動スペースを有効に活用できるよう取り組んでおりま

す。

2

インクルージョンの観点から、地域住民の方々も参加できる

事業所のイベント開催ができるよう事業運営を図ると共に、

ご利用者様、保護者様ひとりひとりのご意見を最大限尊重で

きるよう、地域住民の方々にオープンなイベントも計画して

参ります。利用者様限定でのイベント開催も継続するなど、

慎重に検討して参ります。

3

学校卒業後の進路については、当然ながらひとりひとり違

い、進学、一般就労、就労支援、生活介護等が考えられま

す。どのような進路の場合でも、放課後等デイサービスご利

用中、お子様や保護者様へよりよい助言ができるよう、移行

先への施設見学、情報収集を行い、安心して当事業所を卒業

できるよう努めてまいります。

○事業所名 キッズスクールメグシィ東泉町教室

○保護者評価実施期間
令和8年1月15日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

評価シート30項について

※学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービ

ス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を

提供する等しているか。

現在実績がないため、サービス移行の際の支援内容、情報提

供を行う際、ご利用者様が納得できる役割が果たせるよう、

関係機関との連携は密に行う必要があると考えております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所の活動スペースについて 学校登校日のプログラムについて、問題なく活動できるス

ペースが確保されておりますが、学年が上がり身体的な成長

が見られる中学生、高校生が多く在籍する事業所の為、ボー

ルを使った運動や、激しい体の動きを要する活動を事業所内

で一斉に行う際はスペースの確保が難しい場合がございま

す。

評価シート45項について

※事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事

業運営を図っているか。

事業所で行うイベントについて、地域住民の方々にもお声が

けしオープンな行事とすることについては、ご利用者様より

賛否のお声があり、開催に至っていない状況にあります。

活動プログラムが固定化されないよう工夫しています。 「集団プログラム」という小集団活動の時間を設けていま

す。活動の中ではルールを理解しながらお友達と一緒に協力

して遊ぶ楽しさを経験しています。自分の体を知る、力加減

を知る、動きを変える、指先を使う、物をコントロールす

る、動きをまねる、動きを言葉で伝える、など認知機能の強

化を目的とした活動になるよう内容も工夫しています。

家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行って

います。

家族の対応力の向上を図る観点から、メグシィ利用児の保護

者向けに弊社職員が講師となり全4回のペアレントトレーニン

グ講演会を実施いたしました。年2回開催している茶話会では

ペアレントメンターとの意見交換を行う等継続した支援も

行っております。また、山形県委託早期からの親子サポート

事業の一環で講演会を開催しました。

顧問医師に助言を仰ぎながら、よりよい支援内容となるよう

検討することができております。

月に一度、顧問医師による療育相談会を開催し、保護者様の

相談内容について、顧問医師の助言のもと保護者様、関係機

関、事業所の職員が共通認識のもと支援することができてお

ります。その際、記録も作成し関係機関各所へ配布し、今後

の支援への情報共有にも努めております。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

キッズスクールメグシィ東泉町教室
公表日 令和8年2月13日

利用児童数 38 回収数 25

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

21 2 2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

16 3 6

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 24 1

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
24 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
21 3 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
22 1 2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。 20 3 2

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。 21 2 2

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

23 1 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
21 2 2

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
5 6 5 9

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
24 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
24 1

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 22 1 2

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
23 2

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

18 5 2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

23 1 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
19 1 5

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

20 3 2

通う曜日を変えたら、もうその曜日には

戻れないと言われました。他の兄弟との

兼ね合いもあるため通所の曜日を変えた

いことがあるのですが、申し入れをしづ

らいです。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
21 2 2

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 23 2 1

保

護

者

へ

の

説

明

等
ご意見ありがとうございます。教室には

定員数があり、曜日を変更した場合にも

との曜日で新しいご利用者様が契約する

事で定員数が満員になり、もとの曜日に

戻れなくなる場合はございます。大変ご

不便をお掛け致しますが、ご理解の程宜

しく申し上げます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

24 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 19 1 5

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
15 2 8

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
22 3

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
22 3

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

23 1 1

いつも丁寧な支援ありがとうございま

す。子供が楽しく通えていて安心して預

けることができています。ありがとうご

ざいます。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

20 3 2

毎日娘が利用させていただいてありがと

うございます。先日、娘がとても信頼し

ている職員の方が退職されたそうで、後

から聞き、お別れもできなかったと、娘

がとても悲しんでいました。職員の方の

退職などは事前にお知らせしない方針だ

とは思うのですが、少し残念に思いまし

た。子供たちや保護者も、職員のみなさ

んに感謝の気持ちを持っているので、も

うお会いできないと分かっていたら、挨

拶くらいはしたいと思っていると思いま

す。

(決して苦情とかではありません、、、)

29 事業所の支援に満足していますか。

25

いつもお世話になっております。

あと1年ちょっとで高校卒業になりま

す。卒業後は生活介護を希望してます。

心から行きたいと思う所はなく、行きた

くても定員いっぱいで入れない状況で

す。どうか働く事が難しい子のために生

活介護を作っていただけるとありがたい

です。よろしくお願いします。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

ご意見ありがとうございます。現在メグ

シィでは㈱エムズクリエイトを立ち上

げ、就労先を確保できるよう様々な職種

の仕事に取り組んでおります。生活介護

については現在のところ予定はございま

せんが、保護者様のご意見は真摯に受け

止めさせて頂きます。ありがとうござい

ました。

ありがとうございます。これからもお子

様の楽しいを追及し、安心感を持って通

える教室運営をして参ります。

ご意見ありがとうございます。教室を退

職される先生がいる場合は、本人の意向

を尊重し対応させて頂いております。今

回お子様へ大変悲しい思いをさせてし

まったこと大変心苦しく思います。可能

な限り保護者様、お子様へ事前にお伝え

できるようにしたいと考えております。

今後とも宜しくお願い致します。

保

護

者

へ

の

説

明

等



（別紙５）

キッズスクールメグシィ東泉町教室
公表日 　　令和８年　　2月　13日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

ホールでの運動、机上の小集団活動、また個

室で個別対応と場所を区切り、各部屋を有効

活用しています。

お子様の学年が上がり成長することでスペー

スが手狭になっていないかなど、日々の活動

の様子を見ながら検証してまいります。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
○

適切に配置しています。基準以上の専門職を

配置し、より手厚い支援を心掛けています。

定員の調整及び職員の配置には細心の注意を

払いながら運営してまいります。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

○

視覚的にわかりやすく見える化を心がけた情

報伝達など、利用するお子様に分かりやすい

環境設定を心がけています。

感覚過敏、聴覚過敏のお子様に配慮できるよ

うな環境調整に努めます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。
○

常に清掃を徹底し、清潔で心地よく、活動に

合わせた空間づくりに努めています。

心地良く過ごせる環境整備と併せて、感染症

要望対策のため室内の換気、消毒等にも継続

して努めます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
○

お子様の体調や特性に応じて部屋を利用でき

るように環境調整し、クールダウンの部屋も

整備しています。

様々な特性のお子様が一緒に過ごす中で落ち

着いた居場所エお作ることが出来るように、

部屋の確保、調整します。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。
○

目標設定、振り返りを各自行い、お子様やご

家族の様子等こまめに情報共有を行い、常に

業務改善に努めています。

社内研修への参加、外部研修などにも積極的

に参加して業務改善を図っていきたいです。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
○

評価表やアンケートを活用しています。またお迎

えや送迎時、お電話での直接のお声も含め、保護

者様のご意見ご要望を取り入れています。

ホームページ等で公開しています。結果と課

題、改善案について広く周知するための手法

を検討いたします。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。
○

毎日始業前にミーティングを行っています。

全職員が気軽に意見交換できる、風通しのよ

い職場づくりに努めています。

全事業所職員で意見交換等の場を定例で開催

し、管理者が直に職員の意見等を把握できる

よう努めています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
○

顧問医師による評価を参考に業務改善に努めています。中

沢深雪市議より弊社第三者委員として客観的な視点での講

評・ご助言もいただいております。

外部評価結果をしっかりと業務に反映できる

よう、その後の検証に力を注いでまいりま

す。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
○

社内研修、勉強会の定期的な実施、また対象

職員の外部研修への参加等、職員の資質向上

を図っています。

課題や共有すべき事案についても、随時研修

の場を設けられるよう調整していきます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 ○
個々のお子様に合わせた支援プログラムを作

成し、公表しています。

ホームページや保護者だより他、効果的に発

信できる手段について検討を進めてまいりま

す。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

○
お子様ごとにニーズや課題を分析・検討して

個別支援計画を作成しています。

定期的に保護者様との面談の機会は設けていま

す。より丁寧にきめ細かくお話を伺い、ご家族に

安心していただけるように努めてまいります。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

○

児童発達支援管理責任者を中心に、支援に関

わる職員全員で情報共有し、最善の支援につ

いて毎日検討、情報共有しています。

専門職員が各分野の知識を結集させ、チーム

としてお子様一人ひとり支援できるよう対応

いたします。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。
○

計画について職員間で共有し、計画に沿って

適切な支援を行っています。

日々のミーティングで計画に沿った支援方法

の確認や検討事項などを事業所ごとで行って

おります。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

○

お子様の適応行動状況を、アセスメントツー

ル、日々の観察記録を用いて確認していま

す。

作成した記録やツールを有効活用できている

か、関わる職員全員で徹底して確認してまい

ります。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○

「本人支援」「家族支援」「移行支援」及び

「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内

容を、項目を適切に設定し、具体的な支援内

容を設定しています。

具体的な支援内容となるよう心掛けています

が、保護者様へのご説明の際、難解な表記に

なっていないか、わかりやすく具体的に明記

されているか、などにも気を配って今後も進

めてまいります。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
プログラム立案を教室職員、他事業所と連携

し、チームで行っています。

チームのメンバーが固定化しすぎないよう、

様々な見解や意見を取り入れながらチーム力

を高めてまいります。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○

日替わりで作成の集団プログラムを行ってい

ます。内容について専門職員がチームで検討

し、実施しています。

急な変化に戸惑うお子さまもいるため、それ

ぞれの特性に配慮しながら身長かつ丁寧に進

めてまいります。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
○

個別活動・集団活動を組み合わせた個別支援計画

を作成し、その日のお子様の様子を見ながら、状

況に合わせて支援を行っています。

お子様のその日の体調や気持ちなどにしっか

り寄り添いながら活動を調整できるよう、こ

れからも努めてまいります。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

○
支援開始前にミーティングを行い、日々支援

の内容や役割分担の確認を行っております。

重要な内容の情報共有に漏れや抜けがないよ

う、ミーティングの質向上にも努めてまいり

ます。
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21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
○

支援終了後にも情報共有を行い、支援記録を

記す等で気づいた点を共有しています。

必要な場合は教室内だけの展開ではなく、全

事業所での情報共有をラインワークスを用い

即時対応しております。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
○

日々の支援記録を記し、翌日のミーティング

時に情報共有し、支援の検証・改善に繋げて

います。

個人の主観が入らないよう事実を正確かつ客

観性を心掛けた記録作成に努めます。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
○

定期的にモニタリングを行い、個別支援計画

の適切な見直しを行っております。

見直しの際は、児童発達支援管理責任者だけ

ではなく、複数名で検証するよう今後も努め

ます。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
○

「自立支援と日常生活の充実」「多様な遊びや体

験活動」「地域交流」「こどもが主体的に参画」

を組み合わせて支援を行っています。

「４つの基本活動」支援に加え、お子様や保護者

様のご要望にもお応えし、より満足度の高い支援

になるよう継続して努力してまいります。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。
○

お子様のの自己選択を尊重し、自己決定する

力を養うことが出来るように支援を行ってお

ります。

将来の就労に繋げることが出来るように丁寧

に寄り添いながら、お子様の声に耳を傾けて

いきます。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
○

役員、管理者、室長が出席しております。そ

の後記録も職員間で回覧し、情報共有を図っ

ています。

共有のための記録について、細やかに情報を

盛り込めるよう今後も努めます。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
○

各関係機関と連携し支援を行う体制を整えており

ます。2名の医師と顧問契約を結び、日々様々助言

を受けながら支援を進めております。

トライアングルプロジェクトをさらに推し進めら

れるよう、連携会議等において周知活動も進めて

いきたいと考えています。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

○
学校との情報共有、連絡調整を日々丁寧に適

切に行っております。

必要に応じてケース会議を開いていますが、

緊急事案となる以前の段階で予防できるよ

う、綿密な情報共有を今後も心掛けます。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
○

就学前に担当者会議を行い、利用していた事

業所やその他施設、児童発達支援事業所との

情報共有を行っております。

担当職員だけではなく、議事録等を通じ、全

職員で共有できるよう今後も努めます。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

○

現在実績はありませんが、サービス移行や転

居に伴うサービス終了の際はこれまでの支援

内容等、情報提供を行っています。

ライフステージが変わっても切れ目ないように申し送りを

し、安心してお子様やご家族が生活出来るよう、記録作成

等に今後も注力してまいります。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
○

必要時には連携を図り、意見交換を行ってお

ります。

特定の職員だけではなく、多くの職員が助

言・研修を受けられる機会を設けていきたい

と思っています。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
〇

イベント等で他地域のご利用者様やそのきょ

うだい・ご家族等と一緒に活動する機会を設

けています。

プライバシーの観点から難しい面もあります

が、配慮しながら機会があれば交流が出来る

ように努めます。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇
酒田市地域自立支援協議会、庄内支援体制推

進会議に積極的に参加しています。

より一層、各関係機関と密な連携ができ、繋

がりを深めていくことができるように努めま

す。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
○

お迎え時、送迎時に保護者様との情報共有を

行っています。必要時に面談を行い、お子様

の状況や課題を共有しております。

日々の活動内容の他、細かな情報や様子もお

伝えできるよう、接遇の強化を図ります。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

○

山形県委託早期からの親子サポート事業の一環で講演会を

開催、ご家族様へご案内しております。また、茶話会等で

ペアレントメンターとの意見交換を行う等支援を行ってお

ります。

今後も直接対話の機会も増やしていくことが

できるように努めます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
○

利用契約時の説明、ご利用のしおりやパンフ

レット、ホームページ等で情報公開しており

ます。

分かりやすく丁寧にご説明できるよう、対応

する職員のスキルアップに努めます。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 

○

お子さま、保護者様の意思を尊重し、個別支

援計画を作成し、意向確認を行っておりま

す。

「お子様の最善の利益確保」という観点を主

軸にご家族に寄り添いながら支援の提供内容

を作成いたします。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
○

個別支援計画について、支援内容説明を行

い、同意を得ております。

説明が専門用語ばかりで難しくなりすぎない

ように、保護者様に寄り添った視点でのご説

明に努めます。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
○

ご家族からの相談等に適宜応じ、面談、助

言、必要時には療育相談等を行っておりま

す。

スピーディーに対応できるよう、職員間の連

携を及び上司への報告体制を強化します。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

○

茶話会を開催しました。父母の会、保護者会

等は今後開催検討を行い、きょうだい間の交

流の機会についても検討していきます。

出席者お一人お一人が発言できるような配慮

をしながら、実りある充実した会になるよう

に努めます。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

○

ご相談があった際には迅速に対応しています。適

切に対応できるように苦情申出窓口を設置し、職

員間で内容の共有、相談も行っております。

苦情があった場合は事業所だけではなく、会

社全体で情報共有し迅速かつ丁寧に対応でき

るよう対応してまいります。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

○

月１回のメグシイ通信発行、教室だよりの発

行、ホームページ、LINE等を活用し、情報発

信を行っております。

個人情報に配慮しつつ、発信のツールや頻度

は増やしていきたいと考えています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○

警備システムを整え、個人情報については退

勤時、鍵付きキャビネットに保管、十分な注

意をして保管しております。

マニュアルを遵守できるよう、個人情報取り

扱いについての研修も定期的に開催します。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
○

お子様や保護者との意思の疎通が出来るように電話、

LINE、連絡ノート等、ご利用者様一人ひとりに合わせ、

伝達手段を検討し柔軟に対応しております。

デリケートな事案については、顧問医師等に

助言を仰ぎながら丁寧に進めています。
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45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
○

地域の方々にご理解をいただきながら事業運

営ができるように、今後交流について検討し

てまいります。

日頃お世話になっている近隣の方に、感謝の気持

ちをお伝えできるような清掃活動、除雪等の実施

も検討していきたいと考えています。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

○

事故防止、緊急時対応、防犯、感染症対応マ

ニュアルを策定、関係者に周知を行っており

ます。

研修等の回数を増やすなど、全職員への徹底

を図ってまいります。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
○

業務継続計画（BCP）を策定し、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行っておりま

す。

避難訓練等も実施内容の見直しや修正、開催

頻度など検討を進めてまいります。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
○

お子様の服薬や予防接種、発作等について

日々細やかに状況確認を行っております。

弊社在籍の看護師チームとも連携を深めなが

ら、必要時正しい処置ができるよう努めま

す。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
○

ご利用開始前に個人調査票を用い食物アレル

ギーについて必ず確認し、医師の指示・保護

者様の説明を得て対応しています。

共有漏れがなく、事故無く安全に過ごすこと

が出来るように、関わる全職員にしっかり伝

達していきます。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
○

安全計画に基づき、研修や訓練を行い、安全

管理を考慮し、適切な支援を行っておりま

す。

実践的な訓練となっているか振り返り、検証

にも注力してまいります。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
○

ご契約時に安全確保についてご説明を行い、

ご家族と連携ができるように周知しておりま

す。

特性に基づいた安全確保となるよう、ご契約

以後も保護者様との連携を密に進めてまいり

ます。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
○

ヒヤリハットを随時記録、職員間で共有し、

同様のケースの再発防止に向けて検討してお

ります。

記録を情報共有し、再発防止研修も実施する

よう努めています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
○

虐待防止委員会の設置、研修を行い、適切な

対応を行っております。

外部研修等にも積極的に参加し、全職員が理

解を深め適切な対応が出来るように継続して

努めてまいります。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

○

身体拘束について委員会内で検討し、必要性が考えられる

ご利用者様については十分に説明を行い、個別支援計画に

記載する等の対応を行っております。

事前、事後の説明をしっかりと丁寧に行い、

保護者様にご納得いただける形で今後も進め

てまいります。
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